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知
名
度
向
上
「地
道
に
」

ｃ
ｏ
Ｐ
ｌｏ
開
催
計
画
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

県
議
会

二
月
定
例
会
は
十
六
日
、
地
域
振
興
環

境
、
産
業
労
働
の
両
常
任
委
員
会
を
開
い
た
。
地

域
振
興
環
境
委
で
は
、
来
年
十
月
に
名
古
屋
市
で

開
く
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
ｌＯ
）
に
つ
い
て
、
県
民
の
知
名
度
不
足
を
懸

念
す
る
意
見
が
相
次

い
だ
。
今
月
末
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
ｌ０

支
援
実
行
委
が
開
催
計
画
を
公
表
す
る
予
定

で
、

藤
井
敏
夫
環
境
部
長
は

「地
道
な
取
り
組
み
を
続

け
、
機
運
を
高
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

（本
村
靖
、
山
本
真
嗣
）

半
数
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
ｌＯ
を

「知

ら
な
か

っ
た
」
と
答
え
た
。

藤
井
環
境
部
長
は

「木

を
植
え
る
こ
と
、
身
近
な

生
物
を
見

つ
け
て
環
境
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
具

体
的
な
県
民
参
加
の
行
動

に
つ
な
が
る
」
と
強
調
。

「
開
催
計
画
に
は
、
例
え

ば
若
者

に
は
ど
う
い
う
か

か
わ
り
を
し
て
ほ
し
い
か

な
ど
、
年
齢
、
階
層
別

ヘ

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
る

予
定
」
と
述
べ
た
。

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
徴

収
を
始
め
る

「
あ
い
ち
森

と
緑
づ
く
り
税
」
を
活
用

す
る
環
境
活
動

。
学
習
推

進
事
業
で
、
環
境
部
は
市

町
村
や
民
間
非
営
利
団
体

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
な
ど
五
十
団

県
が
昨
年
七
月
に
実
施

し
た
県
政
世
論
調
査
で
六

割

が

Ｃ

Ｏ

Ｐ

ｌＯ

の
開

催

地
、
開
催
時
期
と
も
に
「
知

ら
な

い
」
と
し
た
。
同
十

二
月
に
は
、
県
政

へ
の
関

心
が
高
い
県
政
モ

ニ
タ
ー

に
尋
ね
た
調
査
で
も
、
過

体
の
取
り
組
み
を
、
百
万

円
を
上
限
に
支
援
す
る
こ

と
を
表
明
。
想
定
さ
れ
る

壁
面
緑
化

「
緑
の
カ
ー
テ

テ
ス
ト
コ
ー
ス
の

敷
地
９
割
超
買
収

県
、年
度
内
完
了
は
困
難

ト

ヨ
タ
自
動
車
が
豊
田

市
と
岡
崎
市
境
に
建
設
す

る
国
内
最
大
級
の
テ
ス
ト

コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
敷
地

を
造
成
す
る
県
企
業
庁
は

十
六
日
の
産
業
労
働
委
員

会

で
、
予
定
地
六
百
六
十

つ
の
用
地
買
収
の
契
約
が

九
割
以
上
成
立
し
た
も
の

の
、
日
標
と
し
て
い
た
二

〇
〇
八
年
度
中
の
完
了
は

困
難
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。同

庁
研
究
施
設
用
地
開

発
課
の
担
当
者
は

「
用
地

交
渉
は
総
じ
て
順
調
に
進

ん
で
い
る
」
と
強
調
し
た

上
で
、
土
地
の

一
部
で
地

権
者
の
相
続
の
整
理
に
時

間
が
か
か

つ
て
い
る
と
報

告
。

「
何
と
か
年
度
内
に

め
ど
を

つ
け
た
い
が
、
難

し
い
」
と
述

べ
た
。

一
方
、
用
地
買
収
の
遅

れ

の
影

響

に

つ
い

て

は

「
二
〇
〇
九
年
度
は
実
施

設
計
や
環
境
調
査
を
行
う

予
定
で
、
直
接

の
影
響
は

な
い
」
と
述
べ
た
。

ン
」
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
ｌＯ

ヘ

の
子
ど
も
た
ち
の
関
心
を

高
め
る
た
め
、

コ
ン
テ
ス

ト
を
検
討
す
る

こ
と
も
示

唆
し
た
。

同
事
業
は
、
当
初
予
算

案
で
二
千
九
百
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。


